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■第101回全国算数・数学教育研究（沖縄）大会 分科会発表資料      中学校部会 １１ データの活用② 

箱ひげ図の有用性を感得させる指導の試み 

－ 配膳時間を題材とした教材の開発と実践を通して － 

岐阜大学教育学部附属中学校 淺井 洋佑   岐阜県養老町立高田中学校 田中 雄也 
 

１ 研究の目的 

 １．１ 社会的な要請から 

急速に発展しつつある情報化社会の様々な場面

において，必要なデータを集約して分析し，その

傾向を踏まえて課題を解決したり意思決定をした

りするための能力の育成が社会的に求められてい

る。例えば，新学習指導要領解説－数学編－1）にお

ける改訂の趣旨及び要点として，「データを用いて

問題解決するために必要な基本的な方法を理解し，

これを用いてデータの傾向を捉え説明することを

通して，問題解決する力を養うこと」の必要性が

述べられている。 
また，大学入試センター試験に代わって導入され

る「大学入試共通テスト」のモデル問題でも，日常

や身近な課題を題材として数学を活用する場面を

設定し，数学的な思考力を高める問題として都道

府県別の睡眠時間に関するデータを用いた問題が

出題されている。先に述べた能力の育成だけでな

く，その能力をいかに発揮できるかが，今後，問わ

れてくることと予想できる。  
 
１．２ これまでの指導から 
新学習指導要領の改訂により，高校数学Ⅰで学習

していた四分位範囲や箱ひげ図がデータの活用領

域の第 2 学年の学習内容に移行される。一方で，

中学校教員の多くが四分位範囲や箱ひげ図の指導

経験について乏しいのが現状である。そのため，

指導内容への理解，教材の開発等が急務であると

考えた。 
また，生徒は四分位範囲や箱ひげ図を学ぶことで，

データの分布の傾向を比較して読み取るための新

たな方法を獲得することになる。その際，「複数の

集団のデータの分布の傾向を，視覚的に比較しや

すい」という箱ひげ図の有用性を感得することが

できれば，目的や必要に応じて箱ひげ図を用いる

ための素地となることが期待できる。そして，そ

のことが，生徒の複数の集団のデータの傾向を比

較して読み取り，批判的に考察して判断する力を

養うことにつながると考えた。 
以上を踏まえ，生徒に箱ひげ図の有用性を感得さ

せるような指導を試みることにした。本稿では，

その実践結果について報告する。 
 
２ 研究仮説 

１を踏まえ，研究仮説を次のように設定した。 

 

生徒に箱ひげ図の有用性を感得させるためには，

生徒にとって複数の集団のデータの分布の傾向を

比較し考察する必然があるような教材を用いるこ

とが望ましい。また，教師が，箱ひげ図を初めて学

ぶ生徒の抵抗を緩和し，箱ひげ図を用いたデータ

の分布の傾向の読み取りや考察をするような活動

を十分に行えるように授業構成や展開を工夫する

ことで，生徒は箱ひげ図を活用する経験を多く積

むことができる。そのことが，生徒の箱ひげ図の

有用性の感得，延いては，複数の集団のデータの

傾向を比較して読み取り，批判的に考察して判断

する力を養うことにつながると考えた。 

生徒にとって，データの分布の傾向を比較して

読み取り考察する必然があるような教材を開発

したり，箱ひげ図を初めて学ぶ生徒でも，箱ひ

げ図を活用してデータ分析ができるように授業

構成や展開を工夫したりすれば，生徒は箱ひげ

図の有用性を感得することができるであろう。 
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３ 研究内容 

３．１ 給食の配膳時間を題材とした教材の開発 

ここまで述べたことを踏まえ，月ごとの給食の配

膳時間をまとめた箱ひげ図から，その傾向を比較

して読み取り，考察するような教材を開発した。

その際の要件は次の 2 点である。 

 
要件①について，本校では給食の配膳時間を短縮

する取組が生徒会の常時活動の一環として行われ

ているため，給食の配膳時間に対する生徒の意識

が高い。また，月ごとの配膳時間のデータの分布

の傾向を比較して読み取り考察することは，要因

の分析や配膳時間を短縮するための改善策を考え

ることにつながる。これらのことから，生徒にと

って必然が感じられやすいと考えた。 
要件②について，給食の配膳はほぼ毎日行われる

ことに加えて，配膳時間が月ごとに急激に変化す

ることは考えにくい。そのため，中央値などの指

標を用いながら，複数のデータの分布を視覚的に

比較することができる箱ひげ図の活用に適したデ

ータになると考えた。 
 
３．２ 授業構成及び展開の工夫 

（ア） 授業構成の工夫 

実践では全 2 時間で授業を構成した。その際，そ

れぞれの時間について，主として次のような役割

をもたせるように工夫した。 

 
第 1 時は，第 1 学年で学習したヒストグラムや度

数分布多角形のよさや表し方等を学び直しながら

箱ひげ図の導入を図るなど，四分位範囲や箱ひげ

図の必要性と意味を丁寧に指導するようにした。 
第 2 時は，第 1 時で学習した内容を意識させなが

ら授業開始と同時に授業課題を設定し，すぐさま

追究活動を行うようにするなど，箱ひげ図を活用

したデータの傾向の読み取りと考察の時間を十分

に確保できるようにした。 
 

（イ） 展開の工夫 

授業展開について，次の 2 点を工夫した。 

 
第 1 時では，あえて一目では比較しにくい表し方

でデータを提示した後に箱ひげ図を導入すること

で，箱ひげ図の必要性と意味の理解，そして，その

有用性の感得が促進されると考えた。 
第 2 時では，授業の終末に 2 時間の学習を振り返

る時間を設ける。その際，箱ひげ図のよさを振り

返るような視点を設定することで，生徒は箱ひげ

図の有用性を感得しやすくなると考えた。 
 
４ 授業の実際 

４．１ 本実践の位置付け 

本実践は第 2 学年「確率」の単元の前に位置付け

ることにした。そうすることで，生徒は第 1 学年

での学びを踏襲しながら四分位範囲や箱ひげ図を

学ぶことができ，それぞれの学年において学んだ

統計的な表現を関連付けながら問題を解決するこ

とができる。また，箱ひげ図を用いて実際のデー

タの散らばり具合を数学的確率と比較するような，

より深い統計的な分析を行うことなどへの足がか

りとなることが期待できると考えたためである。 
 
４．２ 第１時について（研究内容３．２（ア）） 

（１）問題提示及び第1学年の復習（研究内容３．２（イ）） 
プレゼンを用いて，岐阜市の 8 月ひと月分の平均

① 生徒にとって，データの分布の傾向を比較し

て読み取り，考察する必然が感じられること。 
② 箱ひげ図の活用に適したデータであること。 

第 1 時 四分位範囲や箱ひげ図の必要性と意味

の理解 
第 2 時 箱ひげ図を活用した複数の集団のデー

タの分布の傾向の読み取りと考察 

第 1 時 一目では比較しにくい表し方でデータ

を提示した後に，箱ひげ図を導入する。 
第 2 時 「箱ひげ図を用いた際に感じたよさは

何か」という視点で振り返りを行う。 
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気温の傾向を読み取るような問題を提示した。そ

の後，第 1 学年での学びを振り返る中で，図１の

ような度数分布多角形を生徒に提示した。生徒か

らは，「ごちゃごちゃしてよくわからない」「読み

取りにくい」といった意見が多く挙がった。 
 

 
図１ 度数分布多角形 

 

（２）四分位範囲及び箱ひげ図の定義 
（１）を受け，ワークシート①（別添資料１）を

用いながら，四分位範囲と箱ひげ図の定義を行っ

た。その後，箱ひげ図から中央値や四分位数等を

読み取るような練習問題を行う時間を設けた。 
 

（３）授業課題の設定及び追究活動 
すべての生徒が練習問題を解決できているか見

届けたあと，「岐阜市の平均気温には，どのような

傾向があるのか，箱ひげ図をもとにデータの分布

の傾向を読み取ろう」と授業課題を設定した。 
追究活動は個人及び 4 人 1 組のグループでの活

動を中心とし，まとめの時間も含めて 20 分程度行

った。 
生徒のまとめには「最大値と第 1 四分位数が年々

高くなってきていることから平均気温は高くなっ

ている」「最大値，中央値がともに上昇しているこ

とから平均気温は上昇している」などのように，

中央値などの代表値を根拠として，岐阜市の 8 月

ひと月分の平均気温が上昇していると結論付けて

いるものが多く見られた。 

（４）評価問題の実施 

第１時の役割を踏まえ，箱ひげ図から読み取れる

データの分布の傾向について選択肢から答える問

題を評価問題として出題した。この問題に対して

は，約 9 割の生徒が正解を導くことができていた。 

 

４．３ 第２時について（研究内容３．２（ア）） 

（１）問題提示及び授業課題の設定（研究内容３．１） 
問題提示の際，生徒に箱ひげ図の必要性を改めて

感じさせるために，月ごとの給食の配膳時間のデ

ータを度数分布表で提示した。その後，月ごとの

給食の配膳時間をまとめた箱ひげ図を示しながら

「配膳時間にはどのような傾向があると言えそう

か」と授業課題を設定した。 
 

（２）追究活動 

追究活動はワークシート②（別添資料 2）を用い

て，第１時と同様の形態で 25 分程度行った。その

際，考察したことを交流する時間を位置付けるこ

とを事前に伝えた。生徒は「箱の位置が左にずれ

ているから早くなっている」「箱の長さが短くなっ

ているからタイムが安定してきている」などと話

しながら，様々な視点からデータの分布の傾向を

読み取り考察することができていた。 
 
（３）結論の交流 
多くの生徒が「配膳時間は短くなっている」と結

論付けていた。交流では，例えば第 3 四分位数を

もとに自分の考えを再考するなど，交流によって

気付いた新たな視点で再考察する生徒の姿が見ら

れた。また，要因の分析や配膳時間をさらに短縮

するための改善策を考える生徒もいた。 
 
（４）振り返り（研究内容３．２（イ）） 
視点を設定したことで，生徒はスムーズに振り返

りを行っていた。また，ヒストグラムや度数分布

多角形など，既習の知識と関わらせながら箱ひげ

図の有用性について振り返る生徒の姿も見られた。 
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５ 結果と考察 

５．１ 結果の分析 

本実践の考察を行うにあたり，生徒の振り返りを

もとに，生徒が箱ひげ図のどのような点に有用性

を感じているのかを分類し，整理することにした。 
次に示す表１は，その結果をまとめたものである。

なお，一人で 2 つ以上の内容を記述したものは，

それぞれの内容について一人分として集計した。 

 

表１ 生徒の振り返りのまとめ（n＝75） 

 

５．２ 成果 

５．１を踏まえ，本実践の成果を次の二点とした。 
① 給食の配膳時間を題材とした教材の開発

や，授業構成及び展開の工夫を行ったこと

は，生徒に箱ひげ図の有用性を感得させる

のに有効である。 

② 本実践は，生徒の複数の集団のデータの傾

向を比較して読み取り，批判的に考察して

判断する力を養うことにつながる。 

成果①について，「箱ひげ図は箱があることで，

どこに値が集中しているのかが分かりやすい」「ヒ

ストグラムなどと比べて，全体をまとめて比較し

やすい」などといった，振り返りが見られた。そし

て，表１に示したように，ほとんどの生徒が箱ひ

げ図について何らかの有用性を感得していること

がわかるような振り返りをしていた。これらのこ

とから，本実践が有意に働き，生徒に箱ひげ図の

有用性を感得させることができたと考えた。 

成果②について，「箱ひげ図だけでなく，一つ一

つを比較することができるヒストグラムと組み合

わせて考えるとさらに傾向が見えてくると思う」

「箱ひげ図だけでは，一つ一つの細かいデータは

詳しくわからない」などといった，批判的に考察

したことがわかるような振り返りをしている生徒

が約 4 割いた。このことから本実践が，生徒の批

判的に考察して判断する力を養うことにも有効で

あると考えた。 
 

５．３ 課題 

一方で，次の二点については，さらなる研究の余

地があると考えている。 

① 同数のデータで傾向を比較できるようにす

るなど，学習内容の有用性を一層感じられ

るようなデータを生徒に提示できるように

すること。 

② 日常生活の問題の発見，データの収集，デー

タの処理，データの傾向を説明したり対策

を考えたりする，という一連の活動を生徒

が行えるようにすること。 

課題①について，本実践で用いたデータは，学校

行事等の影響で，月ごとの度数の合計が異なって

しまった。そのため，「データの数が違うから，箱

ひげ図だけでは，一概に配膳時間が短縮されたと

は言い切れない」と考察する生徒もいた。学習内

容の有用性を感得させるのに有効なデータとその

提示の仕方について，改善の余地があると考える。 
課題②について，生徒が統計を活用して問題解決

ができるようにしたり，結果を批判的に考察して

判断する力を養ったりするために，日常生活の問

題を統計的に解決できる一連の活動ができるよう

な教材の開発，授業展開等のさらなる工夫・改善

を行っていきたいと考えている。 
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